
地域公共交通計画の進捗管理 

 

1. はじめに 

本市では、令和 7 年度から令和 11 年度までの 5 年間を計画期間とする

「地域公共交通計画」を策定いたしました。本計画は、地域の皆様とともに

交通課題の解決を図り、誰もが安心して移動できる持続可能な公共交通体系

の構築を目指すものです。 

計画には 13 の具体的な施策を掲げ、各施策には目標と評価指標を設けて

います。 

 

2. 計画の位置づけと役割 

本計画は、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づき策定

したものであり、市・交通事業者・地域住民などの関係者が共通の方向性を

持ち、連携しながら推進していくものです。 

計画の実効性を確保するため、毎年以下の 3 点について確認を行い、必

要に応じて見直しを図ります。 

・地域交通に関する現状の把握 

・各施策の進捗状況 

・設定した評価指標の達成度 

 

3. 施策の構成と進捗管理の枠組み 

計画に掲げた 13 施策については、計画目標毎に数値等による評価指標を設定しています。  

<主な>評価指標の例＞ 

鉄道駅乗降人員 

路線バス利用者数 

環境の少ない車両の導入など 

進捗管理は「PDCA サイクル」を基本に運用 

 

4. 進捗状況の把握と共有方法 

年 1 回以上の進捗確認を実施します。 

確認結果は「進捗管理シート（別紙）」により、目標ごとに以下の項目を明

記します。 

実施状況（〇△×など） 

達成状況・分析 

評価・次年度に向けた課題や取り組み 

令 和 ７ 年 ５ 月 ２ ６ 日 開 催 

第１回狭山市地域公共交通活性化協議会 資料３ 



5. 協議会の役割と皆様への期待 

協議会は単なる報告の場ではありません。地域の実情を踏まえたご意見や、

日ごろ現場で感じている課題など、皆様の「声」が、今後の施策の質を高め

ていく鍵となります。市・交通事業者・地域住民などの関係者がともに考え、

ともに行動する「未来につながる狭山お茶の葉ネットワーク」の実現に向け

て、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

6. 年間スケジュール（案） 

時期 内容 

4 月～8 月 各施策の実施・進捗データの蓄積 

5 月 協議会の開催（現状報告、年度方針） 

9 月～10 月 事務局による進捗の仮評価・内部整理（進捗管理シート） 

11 月 協議会委員への事前資料送付、必要に応じて意見徴収 

12 月 協議会開催（評価報告・意見交換） 

1 月～2 月 協議会の意見を踏まえて施策改善案を作成 

3 月 協議会の開催（次年度事業実施計画最終確認） 

 

 

 

 



計画目標 1：持続可能な地域公共交通を構築し、地域の環境にも配慮（進捗管理シート） 

目標/調査方法 

（令和 11 年度） 

目標を達成するた

めの施策 

実施 

状況 
達成状況・分析 

評価・次年度に向けた課題

や取り組み 
備考 

●鉄道駅乗降人員 

（1 日平均）78,698 人 

/市内 4 駅における一

日平均乗降人員 

 

●路線バス利用者数 

（1 日平均）14,392 人 

/市内15路線32系統の

一日平均利用者数 

 

●環境負荷の少ない車

両の導入 

１台 

/車両の導入台数 

① 路線バスの維

持・確保 

    

② 公共交通を利

用してもらう

ための取り組

み 

    

③ 運転手をはじ

めとした公共

交通に関わる

人材の確保 

    

④ 公共交通に関

する協働事業

の実施 

    

⑤ カーボンニュ

ートラルの実

現に向けた取

り組み 

    

 

 

 

 

 



計画目標 2：誰もが安全・安心・快適に利用できる公共交通サービスの提供（進捗管理シート） 

目標/調査方法 

（令和 11 年度） 

目標を達成するた

めの施策 

実施 

状況 
達成状況・分析 

評価・次年度に向けた課題

や取り組み 
備考 

●高齢者の外出頻度 

80.0％（令和７年度目標値）

/65 歳以上の市民が週

２回以上外出する割合

（狭山市高齢者福祉計

画・介護保険事業計画） 

 

●バス待ち環境の整備 

5 ヶ所以上 

/バスまちスポット、ま

ち愛スポットの設置数 

 

●高齢者運転免許証自

主返納支援制度利用者

数 

428 人以上 

/高齢者運転免許証自

主返納支援制度の利用

者数 

⑥ 総合的な公共

交通ガイドブ

ックの作成 

    

⑦ バス待ち環境

の整備 

    

⑧ デジタル技術

の活用による

公共交通の効

率化 

    

⑨ 福祉団体等が

運行する交通

サービスとの

連携 

    

⑩ 運転免許証自

主返納の促進

につながる施

策の推進 

    

 

 

 

 



計画目標 3.効率的かつ利便性の高い公共交通ネットワークの構築（進捗管理シート） 

目標/調査方法 

（令和 11 年度） 

目標を達成するた

めの施策 

実施 

状況 
達成状況・分析 

評価・次年度に向けた課題

や取り組み 
備考 

●市内循環バス「茶の

花号」の収支率 

14.５％以上 

/市内循環バス「茶の

花号」の収支率 

※地域交通の再編後の収支率 

 

●地域公共交通カバ

ー圏域 

83％以上 

/駅から徒歩 1,000

ｍ以内、バス交通に

ついては 1 時間に 2

本以上（１往復）運

行している停留所か

ら徒歩 300m 以内

の区域 

 

●公共交通の満足

度・やや満足度 

35％以上 

/計画に係る市民アン

ケート調査結果 

⑪ 生活環境に合わ

せた市内循環バ

ス「茶の花号」

の改善 

    

⑫ 新たな地域公

共交通サービ

ス 

    

⑬ 隣接市との広域

連携に関する協

議 

    

 

 

 



狭山市（区町村）地域公共交通計画の評価等結果（７年４月～８年３月） 関東運輸局提出用 

目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 
評価・次年度に向け

た課題や取組 
備考 

鉄道駅乗降人員 

（ 1 日 平 均 ）

78,698 人 

・路線バスの維持・確保に向け

た、市内循環バス「茶な花号」

の再編、及び新たな地域公共

交通サービスの導入の検討 

・利用者利便性が向上、市民が

バスに愛着が沸くような利用

促進策の実施 

・さまざまな組織が協力して

行う「合同就職面接・企業説明

会」等と連携して、運転手等の

確保に向けた取り組み 

・ホムページで運転手等の確保

に向けたコンテンツの掲載を

実施 

・公共交通の情報提供を行う

とともに、タイアップ企画等

の利用促進策を実施 

市内 4 駅におけ

る一日平均乗降

人員 

      

路線バス利用者数 

（ 1 日 平 均 ）

14,392 人 

市内15路線32

系統の一日平均

利用者数  

      

環境負荷の少ない

車両の導入 

１台  

・地球に優しい、持続可能な公

共交通を構築していくため

に、交通事業者と連携し、環境

負荷の少ない車両の導入を検

討 

車両の導入台数        



高齢者の外出頻度 

80.0％以上 

・利用者目線でわかりやすく、

本市の公共交通を網羅した総

合的な公共交通ガイドブック

を新たに作成 

・施設協働で実施する快適に

バスが待てる「バスまちスポ

ット」、バス停まで歩く際の休

憩ポイントとなる「まち愛ス

ポット」として登録する制度

を導入 

・インターネットを活用した、

バスの位置情報や時刻表のな

どの情報提供の案内や路線案

内ツール等の導入の検討をし

ます。また、キャッシュレス決

済の利用促進を引き続き実施 

・福祉関係団体やボランティ

ア団体が実施している高齢者

や交通弱者向けの送迎サービ

スを促進 

・高齢者運転免許証自主返納

支援制度の周知 

65 歳以上の市

民が週２回以上

外 出 す る 割 合

（狭山市高齢者

福祉計画・介護

保険事業計画）  

      

バス待ち環境の 

整備 

５ヶ所以上 

バスまちスポッ

ト、まち愛スポ

ットの設置数 

   

高齢者運転免許証

自主返納支援制度

利用者数 

428 人以上 

高齢者運転免許

証自主返納支援

制度の利用者数 

   



市内循環バス「茶の

花号」の収支率 

14.５％以上 

・ライフスタイルの変化に対

応した運行方法などを協議の

上、実施 

・新たな地域公共交通等の他地

区への展開の検討 

・埼玉県西部地域まちづくり

協議会公共交通部会でコミュ

ニティバス等の相互利用に向

けて、各市で実施されている

事業の動向を注視しながら対

象とする範囲を検討し、移動

の利便性向上を図ることを目

的に取り組み 

市 内 循 環 バ ス

「茶の花号」の

収支率 

   

地域公共交通カバ

ー圏域 

83％以上 

駅 か ら 徒 歩 

1,000ｍ以内、

バス交通につい

ては 1 時間に 2

本以上（１往復）

運行している停

留 所 か ら 徒 歩 

300m 以 内 の

区域 

   

公共交通の満足度・

やや満足度 

35％以上 

計画に係る市民

アンケート調査

結果 

   

 


